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　　口角泡を飛ばしたい！
　口角泡を飛ばせなくなって久しい．学会，研究会，会議はほとんどがオンラインとなり，画面を通
じての発表，議論となっている．2 年前には想像もしなかったことであり，通信技術の進歩にはただ
驚愕するばかりである．また，現地に赴く必要がなく，移動の時間を省略できるし，参加，出席しや
すくなったうえ，交通費・会議費の節約になっていることも疑いの余地なく，デメリットばかりでは
ないことも承知している．ただ，である．面と向かっておらず，勢い熱くなることは少なかろう．画
面から顔色は伺えず，どうしてもコミュニケーションとしては希薄になってしまうきらいは否めな
い．人類の歴史を通じて，「飲みニケーション」もまた進歩，発展に大きな役割を果たし，潤滑油と
なっていたことは自明の理である（時に逆になってしまうこともあるが）．その場がなくなってし
まったことも，こよなくビールを愛する筆者としては残念至極である．科学や技術の進歩のために
も，口角泡を飛ばして議論したほうがいいことは間違いない．一刻も早く，そのようなコミュニケー
ションができる日が戻ってくることを，ただただ願うばかりである．
　そのためには，この pandemic を乗り越えなければならないが，今正しく新型コロナウイルス感染
第 4 波の真只中にいる．連日，感染者数が過去最高になる地域が報道され，全国重症者数も最高を更
新している．おそらく，読者の中にも診療の最前線に立って，この感染症と闘っている方も多くいる
ものと思う．地域によっては，通常の医療に甚大な影響がでていることも報道されている．医療体制
が逼迫し，「救える命が救えない」状況になってしまってはいけないのである．そのような事態にな
らないよう，医療従事者として何をすべきか，真剣に考えなければならない．外科医はどちらかとい
うと治療側に立つ医療者であり，重症例の加療においても大きな役割を担っていると思う．感染拡大
はピークを迎えている地域もあれば，それほどでもない地域もある．また，ピークは必ずいずれ峠を
越す．こんな時こそ，都道府県の垣根を越えて，全国一丸となって，この難局を乗り越える体制を構
築すべし，と考えるのは小生だけではあるまい．そのためにも，口角泡を飛ばして，関係各位と議論
したいところである． （瀬戸泰之）
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